
修士論文（要旨） 

2019年 1月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<V1+V2>型複合動詞の研究 

-<～かける>と<～かかる>に着目して- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導 青山 文啓 教授 

 

言語教育研究科 

日本語教育専攻 

217J3009 

李 欣 

 

 

 

  



Master’s Thesis(Abstract) 

January 2019 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A Study of V1+V2 Compound Verbs: Focusing on ~Kakeru and Kakaru 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Xin Li 

217J3009 

Master's Program in Japanese Language Education 

Graduate School of Language Education 

J. F. Oberlin University 

Thesis Supervisor: Fumihiro Aoyama 

 

 

 

 

 

 



目次 

第１章  序論                                 1 

1.1  研究背景と目的................................................................................................... 1 

1.2  調査方法と調査対象 ........................................................................................... 2 

第２章  先行研究                               3 

2.1  自他動詞の先行研究 ........................................................................................... 3 

2.1.1 自他動詞のペア................................................................................................... 3 

2.1.2 非対格自動詞と非能格自動詞 ............................................................................. 3 

2.2  複合動詞の先行研究とその問題点 ...................................................................... 3 

2.2.1 寺村(1969)による分類 ........................................................................................ 4 

2.2.2 長嶋(1976)による分類 ........................................................................................ 4 

2.2.3 影山(1993,2013)による分類 ............................................................................... 5 

2.3  <～かける>と<～かかる>に関する先行研究 ........................................................ 5 

2.4  まとめ ................................................................................................................. 6 

第３章 <～かける>と<～かかる>を V2とする複合動詞ペア            8 

3.1  タイプ A の考察と分析  .................................................................................... 9 

3.1.1 1A の用例分析  .................................................................................................. 9 

3.1.2 2A の用例分析  ................................................................................................. 11 

3.2  タイプ B の考察と分析  ................................................................................... 16 

3.2.1 1B の用例分析  ................................................................................................. 16 

3.2.2 2B の用例分析  ................................................................................................. 21 

3.3  まとめ  ............................................................................................................ 23 

3.3.1 1A のまとめ  .................................................................................................... 24 

3.3.2 2A のまとめ  .................................................................................................... 25 

3.3.3 1B のまとめ  .................................................................................................... 26 

3.3.4 2B のまとめ  .................................................................................................... 27 

第４章 <～かける><～かかる>を V2とする複合動詞               29  

4.1  W に入る用例の考察分析  ................................................................................. 29 

4.2  X に入る用例の考察分析  ................................................................................. 31 

4.3  Y に入る用例の考察分析  ................................................................................. 34 

4.4  Z に入る用例の考察分析  ................................................................................. 35 

4.5  まとめ  ............................................................................................................ 37 

4.5.1 W のまとめ  ...................................................................................................... 38 

4.5.2 X のまとめ  ...................................................................................................... 38 

4.5.3 Y のまとめ  ...................................................................................................... 39 

4.5.4 Z のまとめ  ...................................................................................................... 39 

第５章 おわりに                               40 

 

参考文献 



1 
 

本論文は自他ペアである<～かける>と<～かかる>を V2 とする複合動詞を、主に影山

(1993，2003)と長嶋(1976)の説を基に分析し分類を試みる。主な調査対象は、『現代日本語

書き言葉均衡コーパス』『新潮文庫 100 冊』の中の<～かける>と<～かかる>およびその活用

形を含む複合動詞の用例である。そのほか、『複合動詞レキシコン』『日中辞典 第 2 版』

『岩波国語辞典 第七版』の中の解釈、用例をも参照する。 

本論文は<～かける><～かかる>を V2 とする複合動詞をペアごとに、あるいは単独で分

析し、分類を試みた。 

 まずは、ペアごとに<～かける>と<～かかる>を V2 とする複合動詞を分析し、自他性とい

う視点からペアの中の複合動詞の用法上、文型上の区別と、2 つの複合動詞の間の関係に

ついて考察する。ここで言う文型は、動詞がいくつかの名詞を取ることができるかという

ことを指す。さらに、複合動詞のペアとは、2 つの複合動詞において、V1 あるいは V2 が同

一の動詞で、残る一方が自他ペアのものを指す。具体的な分類を以下に示す。 

 

A. V2 が<～かける>あるいは<～かかる>で、V1 がそれぞれ自他ペア 

1A. 2 つの複合動詞の自他性が一致する 

    例：<詰めかける><詰まりかける> 

2A. 2 つの複合動詞の自他性が一致しない 

(1)自他ペアである 

例：<終えかける><終わりかける> 

(2)自他ペアでない 

例：<立てかける><立ちかける> 

 

B. V1 に同一の動詞が現われ、V2 がそれぞれ<～かける>と<～かかる> 

1B. 2 つの複合動詞の自他性が一致する 

(1) 類義語である 

例：<出しかける><出しかかる> 

(2) 類義語でない 

例：<押しかける><押しかかる> 

2B. 2 つの複合動詞の自他性が一致しない 

(1) 自他ペアである 

例：<引きかける><引きかかる> 

(2) 他動詞と非能格自動詞のペアである 

例：<突きかける><突きかかる> 

(3) 関連性がない 

例：<掴みかける><掴みかかる> 

 

以上の言う複合動詞の自他ペアは、形態的・用法的・文型的に自他対応する 2 つの複合

動詞のことである。さらに類義語は、用法も、文型も類似する 2 つの複合動詞のことであ

る。 

 次に、個々の複合動詞とその V1、V2 の自他性と取る名詞の範囲や、V1、V2 と複合動詞
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全体の関係などに焦点を当てて分析し分類する。その分類は以下のように 4 類にまとめる

ことができる。 

 

W. V1 も V2 も複合動詞の文型を取ることができる (語彙的複合動詞) 

  例： 水島が優太ちゃんの肩にジャンパーを投げかける。 

     水島が優太ちゃんの肩にジャンパーを投げる。 

     水島が優太ちゃんの肩にジャンパーをかける。 

 

X. V1 も V2 も複合動詞の文型を取ることができない 

1X. V2 が文型をヲ格からニ格へ変更するが、名詞の範囲は V1 とほとんど変わらない(語彙

的複合動詞) 

  例： 義貞が足羽城に攻めかけた。  

    ×義貞が足羽城に攻めた。 →  義貞が足羽城を攻めた。 

    ×義貞が足羽城にかけた。 

2X. V1、あるいは V1、V2 とも文型は保たれるが、名詞の範囲が変わる(語彙的複合動詞) 

  例： 王女が男に質問を投げかけた。(W に入る<投げかける>の用例と対照する) 

    ×王女が男に質問を投げた。 

×王女が男に質問をかけた。 

3X. 文型も名詞の範囲も V1、V2 のと完全に異なる(語彙的複合動詞) 

  例： 多くのフランス人が前庭に詰めかけていた。 

    ×多くのフランス人が前庭に詰めていた。 

    ×多くのフランス人が前庭にかけていた。 

 

Y. V1 は複合動詞の文型を取ることができないが、V2 は複合動詞の文型を取る 

1Y. V2 が文型に影響を与える(語彙的複合動詞) 

  例： 弥太が水を二人の頭にぶっかける。 

    ×弥太が水を二人の頭にぶつ。 

弥太が水を二人の頭にかける。 

2Y. V1 と V2 の文型への影響力は均衡である(語彙的複合動詞) 

  例： ディクソンがはしごを壁に立てかける。 

    ×ディクソンがはしごを壁に立てる。 

     ディクソンがはしごを壁にかける。 

 

Z. V1 は複合動詞の文型を取るが、V2 は複合動詞の文型を取ることができない 

1Z. V1 の文型を補強するために V2 と複合する(語彙的複合動詞) 

  例： 彼の目が私に何かを問いかけていた。 

     彼の目が私に何かを問うていた。 

×彼の目が私に何かをかけていた。 

2Z. V1 と同じ文型を取る(統語的複合動詞) 

  例： 糸が切れかかった。 
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     糸が切れた。 

    ×糸がかかった。 

 

 以上のような分析によって、<～かける><～かかる>を V2 とする複合動詞の性質、特徴を

ある程度解明した。しかし、不備なところもまだ解明されていないところもある。これら

の問題は将来の研究の中で深めることにしたい。 
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